
検討年月日 令和8年3月31日

事業所名

はい いいえ
どちらと
もいえな

い
わからない

① 3 1 2

② 3 3

③ 3 3

④ 6

⑤ 5 1

⑥ 5 1

⑦ 6

⑧ 2 2 1 1

波の音児童発達支援事業所スイミー・
波の音放課後等デイサービススイミー

・交流が無いように思えたので、どのようなことができるか相談
して聞いていきたい。
・秋まつり、研修会、芋ほり等

適
切
な
支
援
の
提
供

保育所、認定こども園、幼稚
園との交流があるか。

質問内容

子ども、保護者のニーズや課
題が客観的に分析された上で
個別支援計画が作成されて
いるか。

事業所における自己評価表(公表）

意見

個別支援計画に沿った支援が
行われているか。

活動プログラムが固定化しな
いよう工夫されているか。

環
境
・
体
制
整
備

子どもの活動スペースが十分確
保されているか。

職員の配置数や専門性は適
切であるか。

・職員間で改善方法を話し合っているが、死角の多さや動線の悪
さはまだ残っていると思う。
・親子で10組になると狭い。また死角が多い

・自分に関して専門性が低いような気がしている。もっと勉強し
ていきたい。
新入職員も多く、みんなで日々切磋琢磨している

・トイレが各教室から遠い
・死角が多い部屋の構造だが、その中でできる限りのことはして
いる。

おやつ後の床掃除をクイックルワイパーで行うと、ほうきよりほ
こりが立たず、活動（自由遊び）をしている子どもにっとって快適
だと思う。

沿うよう努力している。

様々な活動を入れている。また、混乱にならないようにある程度
一定はある

生活空間は子どもにわかりや
すい構造化された環境となっ
ているかまた、障害の特性に
応じ事業所の設備等は、バリ
アフリー化や情報伝達等への
配慮が適切にされているか。

生活空間は清潔で心地良く過
ごせる環境であるか。また子
ども達の活動に合わせた空間
になっているか。
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はい いいえ
どちらと
もいえな

い
わからない質問内容 意見

⑨ 6

⑩ 4 1 1

⑪ 6

⑫ 6

⑬ 2 2 2

⑭ 5 1

⑮ 3 1 1 1

⑯ 6

⑰ 5 1

⑱ 2 3 1

保
護
者
へ
の
説
明
等

保
護
者
へ
の
説
明
等

送迎時は保護者が重なり、近くなる場合がある。

・今から作成していきます。新規事業のため

家族支援をさせていただき助言している。

定期的に保護者に対して面談
や助言等支援が行われている
か。

保護者会の活動支援や、保護
者会等の開催により保護者同
士の連携が支援されている
か。

・親子通園のメリットとして多く会話する機会が設けられている
と感じる。
・話す機会を多く設けている。

・はまっこのOB会のみ、保護者会自体がない
・保護者会はない

日頃から子どもの状況を保護
者と伝え合い子どもの健康や
発達の状況、課題について共
通理解ができているか。

利用開始前に重要事項説明
書、契約書、利用料について
説明をされたか。

保護者に対して家族支援プロ
グラム（ペアレントトレーニン
グ等）が行われているか。

子どもや保護者との意思の疎
通や情報伝達の為の配慮が
なされているか。

定期的に会報やホームページ
等で活動概要や行事予定、連
絡体制等の情報や業務に関す
る自己評価の結果を利用者に
対し発信しているか。

個人情報の取り扱いに十分注
意されているか。

満
足
度

子どもは通所を楽しみにして
いるか。

事業所の支援に満足している
か。

保護者の方から“スイミー”を楽しみにしているの声を多くいた
だいています

全体的に満足されていると思うが、もしかしたらもっと伝えたい
ことがある人がいるのではと思った。
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